
ShinjukuYamabuki 2020
多様な未来に対応する情報技術者の育成
昼夜間定時制情報科における単位制・無学年制を活かした情報技術者育成プログラム

□専門教科情報の全科目＋新学習指導要領を見据え
　た学校設定科目、共通教科においても上位科目ま
　で幅広く設置　単位制のカリキュラムを活かし、
　必要な知識や技術を主体的に選択する
□学びを自己評価することで、足りない力に気付き、
　新たな学びにつなげることができる
□教科・科目で基本的な力を養い、課題研究やプロ
　ジェクト活動で総合的な力を付ける

単位制を活かした主体的な学び、
学びを自己評価し新たな学びにつなげる

①企業からの刺激：ＳＥや女性技術者による講演会
　企業訪問、企業と連携した授業
②高等教育機関からの刺激：大学教授による指導
③地域からの刺激：小中学生へのワークショップ
　　　　　　　　　地域のデザイン
④資格による刺激：IT パスポート、基本情報技術者
　  　　　　　　　  応用情報技術者など
⑤競技会・コンテストによる刺激：
　プログラミング競技会、デザインコンクール
　全国大会での発表、他校との交流

社会とつながる５つの刺激

東京都立新宿山吹高等学校　スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール　

構想図

①「使命と情熱」（職業観・社会性・主体性）
②「確かな技術力」（知識・技能）
③「問題解決能力」（表現力・判断力・思考力）
上記３つの要素を持った情報のプロフェッショナル育成を目的とする

多様な未来に対応する情報技術者の３要素

　目まぐるしく変化する情報社会、その変化は加速度的になり、さらに
技術やサービスは多様化して行く　このような情報社会では未来を見据
え、多様な情報技術（変化）に対応できるプロフェッショナルを育てる
必要性がある
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単位制・無学年制を活かした教育課程

1 人 1人のポートフォリオを作成して成長を記録
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ShinjukuYamabuki 2020 事業マップ
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課
題
研
究
①

情
報
シ
ス
テ
ム
実
習

情
報
総
合
実
習

情
報
コ
ン
テ
ン
ツ
実
習

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
活
動

発表会等でのプレゼンテーション

資格対策講座

体験授業の運営補助

大学・研究室訪問

人間と社会

表
現
メ
デ
ィ
ア
の
編
集
と
表
現
α

表
現
メ
デ
ィ
ア
の
編
集
と
表
現
β

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
α
②

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
β
②

情
報
の
表
現
と
管
理

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
α
①

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
β
①

情
報
デ
ザ
イ
ン

　
　
　

情
報
基
礎
実
習

　
　
　
　
　
　
　
　
　

情
報
産
業
と
社
会

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム

情
報
と
問
題
解
決

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

情
報
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

情
報
メ
デ
ィ
ア

課題研究発表会の運営
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ICT パネルディスカッション

大学教授・情報技術者による講演会

協働学習・グループ活動
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山吹ポートフォリオで学びを管理



学びを自己評価し、足りない力に気付き、新たな学びにつなげる

自ら選択する主体的な学び、社会とつながった学び

確かな技術力を持ち、変化に対応できる、学び続ける情報技術者になる！

 

●講演会・パネルディスカッション
　職業観：レベル１~２

●プロジェクト活動　問題解決能力：レベル４～５

●企業訪問・ショールーム見学
　職業観：レベル２～３　

　★大日本印刷株式会社ショールーム見学
　★NTT セキュリティ・ジャパン株式会社 SOC見学
　★株式会社キャッチアップ訪問

●Informatics Presentation
　（情報科発表会）
　社会性・主体性：レベル４

●実習科目
★情報総合実習（学校設定科目）
　知識・技能・表現力・判断力・思考力：レベル３

　　将来の情報技術者として必要な、システム
　設計・管理分野、コンテンツの制作・発信分
　野の知識・技能を統合し、デザイン面も考慮
　した情報システムを開発する

★情報システム実習
　知識・技能・表現力・判断力・思考力：レベル３
　　アプリ開発について、大学教授による指導
　と評価を実施

●基礎科目Ⅰ
★情報産業と社会
　知識・職業観：レベル１

　システムエンジニアの方による
講演会を実施し、知識だけでなく
情報技術を使って活躍したいとい
う気持ちも育む

★情報デザイン
　表現力・判断力・思考力：レベル１
　最終課題として地元商店のショップ
カード制作を実施

●基礎科目Ⅱ
★ネットワークシステム
　知識・技能：レベル２
　ネットワークプロトコルアナライザーを
　使った演習などを行っている
　

★課題研究の具体例　ＩＴ企業と連携した活動
   　職業観・社会性・主体性・知識・技能・表現力・判断力・思考力：レベル４~５

　この研究では、日本マイクロソフト様にご協力いただき、企業の方を交えた新しい学びに取り組
んでいます。本校のカリキュラムでシステムやコンテンツの情報技術を学んできた生徒が、それぞ

れの強みを活かし協働で、「情報技術の魅力を伝えるためのイベントの企画・運営」という課題解決

学習を行っています。クラウドサービスでの情報共有や仮想マシンの活用、テレビ会議など、実際

の企業での働き方に倣って作業を進め、進路意識の啓発や勤労観、職業観を育成し、さらに対人関

係の大切さや協調性を育成します。

新宿山吹ＳＰＨ（スーパー・プロフェッショナル・ハイスクール）
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今年度１０月第 1週はＳＰＨウィーク！
情報社会の第一線でご活躍されている方々をお招きしイベントを実施します。
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クリエイティブな仕事でもＡＩ
が活用される時代が来ている。
コンテンツ制作環境の現在と将
来について知り、これからのク
リエイターに必要なこと、また
高校生の今、学ぶべきことを知
る。Adobe Sensei（AI：人工知
能）のデモンストレーションは
見物です！

豪華パネリストは以下のとおり
伊勢 幸一氏
（さくらインターネット株式会社）

中村 親里氏
（株式会社サイバーエージェント ）

大森 駿哉氏
（アクセリア株式会社）

芦野 光氏
（さくらインターネット株式会社 ）

ドローン市場に携わる情報技術
者の方から、ドローン市場の現
状と今後の可能性について学ぶ
とともに、飛行デモストレー
ションを行い最新の情報技術に
触れる。大体育館をドローンが
飛びます！

※開始 15 分以降は入場できません 

★Ｄプロジェクト
　ドローンに関する研究活動を
　地元企業と連携して行います。

★ＳＴプロジェクト
　全国産業教育フェアや
文化祭、学校　説明会、
校内での展示を行っています。

★ＦＬＬチャレンジ
　　ロボット競技の世界大会出場生徒
　が中心となって活動しているプロジ
　ェクトです。

実習科目（レベルⅢ）での課題に対し
て、情報技術を使った表現（言語化、
図式化、プログラム、デザイン等）が
できる

課題研究や情報関連の活動において、
指導を受けながら情報技術を使った表
現（言語化、図式化、プログラム、デ
ザイン等）ができる

課題研究や情報関連の活動において、
新たな知識、技能を自ら獲得し、問題
解決に向けた道筋を立て取り組むがで
きる

課題研究や情報関連の活動において、
指導を受けながら、問題解決に向けた
道筋を立て取り組むことができる

課題研究や情報関連の活動において、
新たな知識、技能を自ら獲得し、問題
解決に向けた道筋を立て取り組むがで
きる

判断力
基礎的な課題（レベルⅠ）
について、情報技術によっ
て解決できるか判断できな
い

基礎科目（レベルⅠ）での課題に対し
て、必要な情報の選択、解決方法の選
択ができる

発展科目（レベルⅡ）での課題に対し
て、必要な情報の選択、解決方法の選
択ができる

実習科目（レベルⅢ）での課題に対し
て、必要な情報の選択、解決方法の選
択ができる

課題研究や情報関連の活動において、
指導を受けながら必要な情報の選択、
解決方法を選択し取り組むことができ
る

課題研究や情報関連の活動において、
必要な情報の選択、解決方法の選択を
自ら行い、取り組むことができる

問
題
解
決
能
力

思考力
基礎的な課題（レベルⅠ）
で学習する事項に対して、
解決手順の見当がつかない

基礎科目（レベルⅠ）での課題に対し
て、解決手順を考え取り組むことがで
きる

発展科目（レベルⅡ）での課題に対し
て、解決手順を考え取り組むことがで
きる

実習科目（レベルⅢ）での課題に対し
て、解決手順を考え取り組むことがで
きる

表現力
基礎的な課題（レベルⅠ）
について、情報技術を使っ
た表現方法の見当がつかな
い

基礎科目（レベルⅠ）での課題に対し
て、情報技術を使った表現（言語化、
図式化、プログラム、デザイン等）が
できる

発展科目（レベルⅡ）での課題に対し
て、情報技術を使った表現（言語化、
図式化、プログラム、デザイン等）が
できる

課題研究や情報関連の活動において必
要となる、実社会で通用するレベルの
知識を持っている

技　能
基礎的な情報技術（レベル
Ⅰ程度）を使うことに慣れ
ていない

基礎科目（レベルⅠ）で学習する情報
技術を身に付けている

発展科目（レベルⅡ）で学習する情報
技術を身に付けている

実習科目（レベルⅢ）での課題に対し
必要な情報技術を身に付けている

課題研究や情報関連の活動において必
要となる、発展的な情報技術を身に付
けている

課題研究や情報関連の活動において必
要となる、実社会で通用するレベルの
情報技術を身に付けている

日々の授業に取り組み、学びを振り返
るとともに、授業以外にSPHイベント
参加、資格・検定取得など自分に必要
なものを模索することができる

目的を持って授業等に取り組み、学び
を振り返り、目標に近づくための新た
な行動をとることができる。（知識・
技能の習得やSPHイベント参加、資格
・検定取得など）

明確な目標を持ち、研究や外部での活
動、大会やコンテストへの参加、高度
な資格への挑戦などとともに、目標を
達成するための学びのサイクルを確立
している

確
か
な
技
術
力

知　識
基礎科目（レベルⅠ）で学
習する事項に関する知識を
持っていない

基礎科目（レベルⅠ）で学習する知識
を持っている

発展科目（レベルⅡ）で学習する知識
を持っている

実習科目（レベルⅢ）での課題に対し
必要な知識を持っている情報技術者と
なるために必要な知識

課題研究や情報関連の活動において必
要となる、発展的な知識を持っている

情報技術を使って活躍するための具体
的な目標を持ち，その実現に向けた研
究活動することができる

情報技術者としての義務と責任を理解
し，外部機関等の方とともに目標に向
かって研究活動をすることができる

社会性
自分が社会とどのように関
わるか漠然としている

自分が社会とどのように関わっていく
か考えることができる

社会のなかで他者と関わって生きる意
義を理解し、授業などで生徒同士で学
び合う協働学習やグループ活動に取り
組むことができる

社会のなかで他者と関わって生きる意
義を理解し、授業などの協働学習やグ
ループ活動で、自分の役割を意識して
取り組むことができる

他者と協力して行う課題研究や様々な
活動に参加し、自らの良さを意識する
とともに、他者の意見に耳を傾けるこ
とができる

自ら設定した課題（課題研究や様々な
活動）において、全体を意識しリーダ
ーシップまたはフォロワーシップを発
揮し問題解決に取り組むことができる

使
命
・
情
熱

職業観
情報技術が社会でどのよう
に役立っているか説明でき
ない

情報技術が社会でどのように役立って
いるかを理解している（説明できる）

情報技術が社会でどのように役立って
いるかを理解し，情報技術を使って活
躍したいという思いを持つことができ
る

情報技術を使って活躍するための目標
を持ち、その実現に向けた知識・技能
の習得や外部機関の見学など、具体的
な行動をとることができる

主体性
高校生である自分に対し，
今何をするべきか漠然とし
ていて見通しがない

日々の授業に取り組み、学び記録する
ことができる

日々の授業に取り組み、学びを振り返
ることができる

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５
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